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１. 検討の全体方針

検討方針

経緯・概要

• 昨年度の検討では、災害対応機関（省庁・地方公共団体・指定公共機
関）の防災情報システムの導入・活用状況のアンケート調査を行った。シス
テムを活用した訓練を効果的に実施している都道府県にヒアリングを実施し、
都道府県における新総合防災情報システム（SOBO-WEB）のデータを活
用した訓練構想を作成した。

• 今年度の検討では、新総合防災情報システム（SOBO-WEB）のデータを
活用した指定公共機関及び省庁の訓練構想及びシナリオ概略の作成にむ
けた調査検討を行う。

アウトプット

• 新総合防災情報システム（SOBO-WEB）を活用した指定公共機関の
訓練構想及びシナリオ概略（約４グループごと２テーマ程度）

• 新総合防災情報システム（SOBO-WEB）を活用した省庁の訓練構想
及びシナリオ概略（約４省庁ごと２テーマ程度）

調査対象の選定

ヒアリング調査

の実施

訓練構想・訓練

シナリオ素案の作成

訓練構想・訓練シナリ

オ概略の作成

調査

対象の選

定

文献調査・

有識者への

確認

訓練構想・訓練シナ

リオ素案の作成

ヒアリング（指定公共機関）の実施

ヒアリング（省庁）の実施

訓練構想・訓練シナリオ素案の

更新

（複数テーマ作成）

アンケート

分析
昨年実施したアンケート調査結果を分析し、調

査対象を選定する

１で選定した調査対象に現時点での社内訓

練の概要やシステムの利活用状況等の詳細を

ヒアリングする

文献調査・有識者への確認を行い、指定公共

機関・省庁の訓練構想・訓練シナリオ素案を

作成する（グループ・省庁ごと２パターン程度）

３で実施したヒアリング調査を基に２で作成し

た訓練構想・訓練シナリオ素案を更新し、訓練

構想・シナリオ概略を作成する

Step 1

Step 2

Step 3

Step 4

令和7年度第1回WG検討会で提示
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２. 今年度の検討状況

◼ 指定公共機関及び省庁に、下記項目についてヒアリング調査を実施した。

✓ 実施している訓練の概要（参加者、訓練形態 等）

✓ 所有防災情報システムの利活用状況

✓ 新総合防災情報システムのデータの活用可能性 等

◼ ヒアリング調査結果を基に、新総合防災情報システムのデータを活用した訓練構想を検討している。

◼ 本日は、ヒアリング調査の結果概要と、訓練構想の検討状況を報告する。

※ヒアリング調査及び訓練構想の検討では、各機関の現場作業よりも、本社等での情報集約・対応方針の検討等におけるデータ活用の在り方について優先して調査・検討を

行っている

訓練構想

の検討

※検討状

況は５ペー

ジ以降で

報告

ヒアリン

グ調査

※３ペー

ジ以降で

報告

指定公共機関

（参考）2024年度 2025年度 2026年度

… 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 …

訓練の実証

訓練シナリオ素

案の作成

※令和7年度第

1回WG検討会

で報告済み

今年度の検討状況及び今後の予定

省庁

第１回WG検討会

（参考）都道府県 訓練の実証訓練構想の検討

アンケート調査

第２回WG検討会
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３. ヒアリング調査結果

３.１. 指定公共機関

◼ ヒアリング調査の結果、指定公共機関の訓練形態として、下記のようなパターンが事例として存在した。

✓ 各社の社内で実施、業界団体が主催して実施する訓練に参加・複数社が連携して実施、地方自治体が主催して実施する訓練に参加

◼ 指定公共機関の訓練内容として、下記のようなパターンが事例として存在した。

✓ 自社等の所管施設等の応急復旧等に関する訓練、行政機関等からの要請への対応に関する訓練

◼ 指定公共機関の訓練形式として、図上訓練及び実動訓練が事例として行われていた。

訓練形態（例） 訓練概要（例）

各社の社内で実施

✓ 自社の所管施設等や被災地全体の被害状況の収集、自社の所管施設等の応急復旧や行政機関等からの要請への対応等の

手順の確認等を訓練

✓ 訓練形式は、図上訓練や実動訓練 等

業界団体が主催して実施する訓練に参加・

複数社が連携して実施

✓ 同業の複数事業者での応援受援等に関わる情報収集・共有、連携した応急対応等の手順の確認等を訓練

✓ 所管省庁が参画する事例も有

✓ 訓練形式は、図上訓練 等

地方自治体が主催して実施する訓練に参加

✓ 地方自治体の災害対策本部運営訓練等に参加し、ライフラインの臨時供給等の対応等を訓練

✓ 全庁的な訓練項目の中での一分野として、訓練を実施

✓ 訓練形式は、図上訓練 等

訓練の例

３.２. 省庁

◼ ヒアリング調査の結果、省庁の訓練形態として、下記のようなパターンが事例として存在した。

✓ 各省内（地方支局含む）で実施、地方自治体が主催して実施する訓練に参加、関連業界事業者団体等と連携して実施

◼ 省庁の訓練内容として、下記のようなパターンが事例として存在した。

✓ 省内の災害発生時の対応に関する訓練、所管分野の応急復旧や災害対応等に関する関係機関との連携訓練

◼ 省庁の訓練形式として、図上訓練及び実動訓練が事例として行われていた。
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３. ヒアリング調査結果

３.３. 各機関の応急対策で有用な情報

◼ 自社の所管施設等の施設被害や所管する分野の情報は、各機関にて所有する当該分野独自の防災情報システム等で集約されていることが多い。

◼ 一方、被災地の全般的な被害（例：建物被害）や対応状況（例：避難所等）や、他分野のライフラライン情報（例：電力事業者においては

道路情報等）も、各機関の応急対策の検討の参考となる可能性が複数指摘された。

◼ 新総合防災情報システムでは、全国の任意の地域の情報を共通的に収集し、関係機関間で共有することも可能であり、複数分野のライフライン情

報を一括して収集できることは、各機関の応急対策においても有用と考えられる。

３.４. まとめ
◼ 各機関で既に行われている訓練において、新総合防災情報システムによる情報収集を今後追加することで、各機関での情報処理・対応方針の判断

の効率化や高度化等が図られるかに関して、次年度以降に詳細検討及び訓練の実証を進めていく。
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４. 訓練構想の検討状況

４.１. 概要

◼ 前章のヒアリング調査結果に基づき、指定公共機関や省庁の訓練における新総合防災情報システムのデータの活用想定を、複数の指定公共機関

グループ毎（類似種別）や省庁毎に検討し、訓練構想として検討を行っている。

◼ 訓練構想の内容として、「訓練概要」や「想定する訓練シナリオ」、「新総合防災情報システムから提供される訓練データ仕様」等を記載する想定であ

る。

訓練構想の構成（案）

項目 記載内容（例）

訓練概要

（※各機関の既存訓練を基に整理）

✓ 訓練参加機関・参加者

✓ 訓練形態

✓ 訓練内容（対象災害、災害フェーズ、訓練目的） 等

想定する訓練シナリオ
✓ 訓練シナリオ（事態の推移、訓練参加者の対応等の概要）

✓ 訓練シナリオの中で、対応方針の判断に用いる新総合防災情報システムから提供されるデータ種別 等

新総合防災情報システムから提供される

訓練データ仕様
✓ 訓練シナリオの中で、新総合防災情報システムから提供されるデータ仕様の整理（情報項目、属性、提供タイミング） 等
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４. 訓練構想の検討状況

４.２. 訓練構想 イメージ

訓練概要（案）

訓練参加機関：複数の〇〇事業者

訓練形態：状況付与型の図上訓練

訓練内容：広域大規模災害の発生初期における対応

（初動対応から、事業者間での応援受援活動の方針の検討・判断 等）

発災後

〇時間

発災

発災後

〇時間

対応内容（概要）

建物被害（市区町村毎）

新総合防災情報システムから提供

初動体制の確立

所管施設等の被害確認

応急復旧方針の検討・策定

応援受援活動の方針検討
（被災地外事業者の応援受入

配置等を事業者で協議）

…

停電情報（市区町村毎）

通信支障

訓練シナリオ 概要（案）

緊急輸送道路

所有防災情報システムより取得

自社所管施設被害

・・・

※新総合防災情報システムのデータを

活用した訓練場面例

通行止め情報（規制情報）

被害範囲（※津波浸水域）被災地

全般状況

移動経路

（広域、

被災地内）

活動環境

土砂災害発生箇所




